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【問題 1】会社法 429条 1項所定の取締役の対第三者責任の法的性質について論じなさ

い｡

【問題 2】Ⅹ株式会社 (以下､Ⅹ)は､パンの製造販売を事業目的とする取締役会非設置

会社である｡Ⅹの株主Yは､株主提案議案の賛成を求める委任状勧誘を目的とすることを

明示し､この目的 ･理由以外のために株主情報を使用しない旨誓約したうえで､Ⅹの株主

名縛の閲覧謄写を請求した｡これを受けてⅩは､Yはパンの製造販売を業とする商人であ

り､Ⅹの競業者であるから会社法 125条 3項 3号によりYの当該閲覧謄写請求を拒絶す

ると主張した｡Ⅹの主張は認められるか､論じなさい｡


